
『
モ
ン
ゴ
ル
研
究
』
ヨ
0
2
3
旬巴

Z
Q
E
2・

『
歴
史
研
究
』
吋
〈
〈

H
S
E
q
h宣
言
・

『
言
語
文
皐
研
究
』

M
Z
g
g
g
q
E
S
-

『
口
頭
文
皐
研
究
』
〉

E
E
g
g
g
q
E
2・

そ
の
他
。

毛
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
園

科
事
ア
カ
デ
ミ
ー
編

J.13 

近
年
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
の
翠
術
文
化
の
興
隆
に
と
も
な
い
、

こ
の
園
の
事
術
的
出
版
物
の
、
世
界
の
モ
ン
ゴ
ル
塵
界
に
お
い
て
占
め
る
位
置

が
、
最
近
、
識
者
に
よ
っ
て
重
観
さ
れ
る
に
到
っ
て
い
る
。

こ
の
現
扶
に
鑑

み
、
筆
者
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
園
で
出
版
さ
れ
て
い
る
多
く
の
皐
術
的
研

究
誌
の
中
で
、
特
に
本
誌
「
東
洋
史
研
究
」
に
関
連
す
る
と
こ
ろ
の
多
い
と
思

わ
れ
る
二
、
三
の
皐
術
機
関
誌
を
こ
与
に
紹
介
し
、
そ
の
内
容
の
一
部
に
ふ

れ
、
紙
数
が
ゆ
る
せ
ば
モ
ン
ゴ
ル
圏
内
に
お
け
る
最
近
の
モ
ン
ゴ
ル
研
究
の
若

干
の
問
題
に
言
及
し
た
い
と
考
え
る
。

二

日
九
五
九
年
の
第
一
回
園
際
モ
ン
ゴ
ル
撃
者
大
曾
は
、
嘗
時
の
モ
ン
ゴ
ル
科

事
・
高
等
研
究
院

(
E
E
M
E
S
H

ヨ
g
z
r
r
E
Z
a
o』
O
国内℃
0
・E
E
M〈・

℃
ω
S
U
E
-
n
o
S
E
E
2
0同

ω
2
2ロ
巾
同
ロ
門
日
出
回

m
r
R
開

ι
5
2
5ロ
〉
の
主
催
に

よ
っ
て
ウ
ラ
l
ン
・
パ

l
ト
ル
に
於
て
開
催
さ
れ
た
歴
史
的
な
大
曾
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
「
科
事
・
高
等
教
育
院
」
が
改
組
さ
れ
て
、
一
九
六
一
年
に
「
モ
ン

ゴ
ル
科
事
ア
カ
デ
ミ
ー

S
1
h
国
白
若
田
富

E
H
5
Z『
2

3
泊
三
円
呂
田

自国
5
5
U
H
同
岡
田
回
国
巴
曲
目
白
泊
ω
富
田
)
の
設
立
を
見
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ア
カ

デ
ミ
ー
の
設
立
の
前
後
よ
り
、
標
題
に
か
L
げ
た
数
種
の
闇
宇
術
機
関
誌
の
夜
行

が
本
格
化
し
始
め
、
一
九
七
二
年
の
現
在
、
モ
ン
ゴ
ル
語
皐
文
事
、
モ
ン
ゴ
ル

史
、
モ
ン
ゴ
ル
考
古
皐
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
(
俗
)
拳
な
ど
の
諸
研
究
分
野
で

は
、
こ
れ
等
の
機
関
誌
が
、
そ
の
存
在
を
無
親
し
得
な
い
質
と
量
を
示
す
に
到

っ
て
い
る
。

さ
て
最
初
に
、
『
モ
ン
ゴ
ル
研
究
(
三
O
E
『
oh呂
田
門
司
E
E
)』
を
取
り
あ

げ
よ
う
。

こ
の
書
が
、
『
モ
ン
ゴ
ル
研
究
』
な
る
名
稽
の
も
と
に
、
現
在
の
趨
裁
を
も

つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
私
の
知
る
限
り
で
は
、
一
九
六
五
年
の
よ
S
O
国『
0
・

h
E国
門
司
ihhg-
、H，o
g
g
〈
"
明
白
∞
n
N
|吋
・
匂
h
g一国内目白曲、『曲目

v
w
u

か
ら
で
あ

り
、
そ
れ
以
前
は
こ
ぶ
O
号
。
旬
門
司
、
宣
言
宮
司
副
岳
民
富
田
円
門
戸
同
白
恒
三
(
モ
ン

ゴ
ル
研
究
の
諸
問
題
)
〔
、
H，o
g
g
日
明
曲
目
ロ
・
ヤ
|
印
w

問
、
H，o
g
g
自
匂
同
芦

田
ー
ー
ロ
・
向
、
H，O
B
C
回
目
〈

m，
g
n・
5
|
N
H〕
と
し
て
護
刊
さ
れ
た
り
、
或
い

は
、
更
に
以
前
に
は
、
よ
山

Z
《
芦
田

g
g
m
o
z
n同
ョ
の
名
を
冠
し
て
、
モ
ノ
グ
ラ

フ
の
小
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
り
し
て
、

ωZLF由

g
g
m
o
r
g
と
し
て
整
理

し
て
お
か
な
い
と
混
鋭
を
来
た
す
恐
れ
が
あ
る
。

こ
の

a
G
Z門
出
曲
目
。
口
問

DEg--
の
、
吋
0
5
5
F
句何回明口
-

H

は
一
九
五
九
年

に
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
年
ま
で
十
年
以
上
紹
え
る
こ
と
な
く
緩
い
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
現
在
の
鐙
裁
の
『
モ
ン
コ
ル
研
究
』
に
な
っ
て
か
ら
、
最
新

刊
の
な
三
。
号
ohr一

E
4
-
h旬
m
F
同・、吋
o
g
g
〈
HHFm，

g
n
-
H
N印
ョ
ま
で
全

部
で
八
冊
、
筆
者
は
そ
の
全
容
を
所
有
し
て
い
る
。
こ
の
八
冊
の
内
容
は
、
な

か
な
か
讃
み
ご
た
え
の
あ
る
も
の
が
多
く
、
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
園
に
於
け
る

最
近
の
事
術
文
化
の
充
賓
向
上
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
。
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さ
て
、
『
モ
ン
ゴ
ル
研
究
』
と
い
う
畢
術
誌
が
、
い
か
な
る
性
格
を
も
つ
も

の
で
あ
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
最
新
刊
の
二
冊
『
モ
ン
ゴ
ル
研

究
』
第
七
省
、
第
八
容
の
目
次
を
煩
を
厭
わ
ず
誇
出
す
る
。

〔p
h
。
国
『
。
h
M
E
国
n
u
員
』
曲
面
・
、
H，o
g
g
〈
戸
町
曲
師
n
-
H
l
N
a
・
句
史
田
昌
聞
丸
山

SE

E
-
Y
E
吋
。
・
ω
Z
円
四
回
曲
目
。
口
同
o
z
n
p
F
E
Z
仲
ピ
ロ
m
E
m
R
H
L
H
H巾
5
2
B

〉
E
常
s
s
m
ω
n
F
m
E
2
2
B
列
企
唱
ロ
v
z
n
回
向
句
。
閉
E
E
宮
O
口
問
。
-
E
・
〕

ー
エ
ム
・
ガ
l
ダ
ム
バ
|
|
成
吉
恩
ポ
ク
ド
の
九
傑
と
@
盟
国
国
凶
旬
、
V
7

『
忌
出
5
5
h
G
国
民
田
E
h
吾
ハ
孤
児
賢
話
)
の
史
的
基
盤
。

2

エ
ム
・
ガ
l
ダ
ム
バ
l
1
1
チ
ョ
l
・
メ
ル
ゲ
ン

(
4
5『
三
叫
匂
Z
E
)
と
は

誰
か
。

3

デ
ィ
l
・
ツ
ェ
レ
ン
ソ
ド
ノ
ム
l
l
ト
ル
フ
ヲ
ン
蒐

集
品
の
第
二
部
の

T
M
一
五
一
。

4

シ
ャ
l
・
ピ
ラ
|
|
ダ
ン

デ
ィ
の
な
ω
O
H
5
言
語
弓
苫
巴
4
0
h
v
u
u
(
適
切
な
る
音
律
の
蘇
典
〉
を
チ

ベ
ッ
ト
語
に
繍
課
し
た
旬
曲
同
四
国
民
医
曲
目
曲
目
M
P

巨
ogHG国

E

泊
。
自
己
再
提
言
・

民
国
甲
山
に
隠
す
る
二
週
の
手
紙
。

5

チ
ェ
l
・
ア
ル
タ
ン
ゲ
レ
ル

ー
ー
新
設
見
の
目
録
に
つ
い
て
。

6

ツ
ェ
l
・
ダ
ム
デ
ィ
ン
ス

レ
ン
|
|
菟
に
つ
い
て
の
説
話
。

7

エ
・
ロ
プ
サ
ン
チ
ュ
ル
テ

ル
ム
'
i
l
皐
者
ダ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
の
舞
え
が
き
。

8

オ
1・

ザ
グ
ド
ゥ
ス
レ
ン
l
l
J
J
ヨ
B
酔
同
白
国
内
〈
℃
富
ョ
(
長
く
美
し
い
褐
色

の
馬
)
な
る
歌
の
史
的
基
盤
。

9

シ
ャ
l
・
ナ
ツ
ァ
ク
ド
ル
ヂ

1
1
1
2
」
阿
国
冨
回
、
宮
冨
a
u
屯
同
白
固
さ
(
ラ
マ
帰
国
、
ヤ
ダ
ム
・
ボ
ル
ハ
ン
〉
と

い
う
歌
に
つ
い
て
。

m
オ
l
・
ザ
グ
ド
ゥ
ス
レ
ン
I
l
a
-
M
E

M
@
阿
〈
国
ョ
(
ハ
ン
・
ホ
フ
イ
山
)
讃
歌
。

U

ツ
ェ
l
・
ダ
ム
デ

ィ
ン
ス
レ
ン
|
|
h

よ
H
U
二
塁
国
民
盟
国
『
〈
固
と
(
ル
l
帥
府
軍
公
)
に
闘
す

る
停
説
。
ロ
デ
ィ
l
・
ゴ
ム
ボ
ヂ
ャ
ブ
|
|
史
賓
と
関
係
あ
る

こ
、
一
ニ
の
土
地
停
説
に
つ
い
て
。
お
ベ
l
・
ソ
ド
ノ
ム
1
1
4
あ

る
歌
の
こ
と
。
川
崎
デ
ィ
l
・
ツ
L

デ
1
9
7
1
1
革
命
歌
に
お
け

る
園
民
歌
の
停
統
の
問
題
。
日
デ
ィ
1
・
ツ
エ
ン
ド
ウ
|
|
エ

ル
・
パ
ダ
ル
チ
の
文
事
作
品
。
日
目
シ
ャ

i

・
ロ
プ
サ
ソ
ワ
ン
ダ

ン
|
|
言
語
に
お
け
る
相
補
、
不
相
補
の
問
題
。
ロ
ゲ
l
・
ス
フ

パ
1
タ
ル
1
1
4
契
丹
の
古
代
文
書
に
関
す
る
報
告
。

m
ジ
ェ

1
・
ツ
才
ロ
l
l
l
ア
ル
・
ハ
ン
カ
イ
・
ア
イ
マ
ク
の
北
部
諸
ソ
ム
の
ハ

ル
ハ
方
言
、
及
び
口
頭
作
品
の
研
究
。

mm

ジ
ェ
l
・
ト
モ
ル
ツ

ェ
レ
ン
1
1
ハ
ル
ハ
方
言
の
ひ
ろ
さ
の
調
和
に
つ
い
て
。
却
ヂ

ャ
ミ
ヤ
ン
|
|
ト
ド
文
字
の
正
字
法
に
於
て
長
母
音
を
如
何
に
表
記
し
た

か
の
問
題
。
幻
ベ
l
・
ビ
ャ
ン
パ
サ
ン
|
|
若
干
の
動
詞
語
根

に
つ
い
て
。

n
Jア
ィ
1
・
ト
モ
ル
ト
ゴ
1
1
1
1
‘
モ
ン
ゴ
ル
韮
聞
の

鮫
詞
E
N
(
5
8
)
ョ
の
構
造
に
闘
す
る
問
題
。
お
テ
ィ
l
・
ダ

シ
ツ
エ
デ
ン
1
1
現
代
モ
ン
ゴ
ル
語
の
具
健
名
詞
の
厳
に
腕
す
る
若
干
の

覚
え
書
き
。
泌
ゲ
l
・
ミ
ヂ
ド
グ
ド
ル
ヂ
|
|
満
洲
・
モ
ン
ゴ

ル
墨
田
の
接
僻
・
白
血
p
'
r
g
に
つ
い
て
。
お
ツ
ェ
l
・
シ
ュ
ゲ

ル
|
l
木
版
本
の
生
産
。
お
チ
ェ
l
・
ナ
ム
ス
ラ
イ
ヂ
ャ
ブ

|
|
モ
ン
ゴ
ル
の
僻
害
事
。
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〔
ョ
。
国
『
o
h
E
出
n
u
員
h
g
-
吋
c
g
g
〈
口
同
明
白
白
n
・
H
l
N
m
w
U
E
E
z
a
釦
曲
-

J

『
者
・
包
吋
H
・
ω
E
門
出
曲
目
S
m
o
-
-
n
p
同
ロ
帥
5
5
F
Z
m
ロ
曲
目
白
H
H
L
R
R
R
C
B

〉
r
E
o
s
-
s
ω
n
F
m
R
E
E
B
初
白
石
z
Z
F
n
g
H
ν
0旬
z-FF向。ロmorn--〕

-
エ
ス
・
ロ
プ
サ
ン
ワ
ン
ダ
ン
|
|
モ
ン
ゴ
ル
人
の
文
事
遺
産
の
研
究

に
つ
い
て
。

2

エ
ム
・
ガ
l
ダ
ン
バ
|
|
『
元
朝
秘
史
』
、
モ

ン
ゴ
ル
口
頭
文
撃
に
関
係
あ
る
諸
問
題
。

3

デ
ィ
1
・
ツ
ェ
レ

ン
ソ
ド
ノ
ム
l
|
ザ
ヤ
・
バ
ン
デ
ィ
ダ
の
詩
に
つ
い
て
。

4 

ツ



ェ
l
・
ダ
ム
デ
ィ
ン
ス
レ
ン
|
|
天
女
物
語
。
オ
l
・
ヅ
ァ

グ
ド
ゥ
ス
レ
ン
|
|
あ
る
歌
の
寓
本
に
つ
い
て
。

6

オ
l
・
ヅ

7

グ
ド
ヮ
ス
レ
ン
|
|
ゲ
ミ
ン
(
中
園
の
園
民
黛
)
に
つ
い
て
の
こ
つ
の

歌。

7

デ
ィ
l
・
ヨ
ン
ド
ン
|
|
『
言
葉
』
と
い
う
作
品
に
つ

い
て
。

8
シ
ャ
l
・
ナ
ッ
プ
ク
ド
ル
ヂ
|
|
主
宮
口
と

o
g
A。

9

ゲ
l
・
ス
フ
バ

i
タ
ル
|
|
中
央
ア
ジ
ア
諸
民
族
に
お
け
る
文
字
の

出
現
の
問
題
に
よ
せ
て
。

叩

ゲ

I
・
ス
フ
パ
l
タ
ル
|
|
鮮
卑

な
ど
の
美
術
、
建
築
に
つ
い
て
。

ロ

シ

ャ

1
・
バ
ラ
イ
シ
ル

|
|
モ
ン
ゴ
ル
語
の
親
族
語
の
副
調
に
つ
い
て
。
ロ
ベ
l
・
ヘ

ン
ヂ
ン
|
|
文
趨
論
と
作
家
の
文
種
。
日
テ
ィ
l
・
ダ
シ
ヅ
エ

デ
ン
|
|
現
代
モ
ン
ゴ
ル
語
の
名
詞
の
情
聴
数
(
巾

Z
Z凶悪
4
0
0
)

と
明
示

数

(
g
E℃
H
O出

4
0
0
)

の
若
干
例
。

U

エ
ル
・
ヵ
!
・
ゲ
ラ

シ
ィ
モ
ゲ
イ
ツ
チ
1
l
a
モ
ン
ゴ
ル
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
特
徴
の
問
題
に
よ

せ
て
。

日
デ
ィ
l
・
ト
モ
ル
ト
ゴ
l
|
|
中
世
モ
ン
ゴ
ル
語
の
母

音
の
同
化
。

日m

ヂ
ェ
l
・
ト
モ
ル
ツ
ェ
レ
ン
l
l
t
パ
ル
パ
方
言

に
関
す
る
要
記
。

ロ

ミ

ヂ

ッ
ド
ド
ル
ヂ
|
|
モ
ン
ゴ
ル
語
、
鴻

洲
語
、
複
合
語
に
つ
い
て
。

四
ベ
l
・
ソ
ド
ゥ
ノ
ム
|
|
モ
ン

ゴ
ル
の
エ
ス
ギ
l
・
ゲ
ル
〈
フ
ェ
ル
ト
の
家
)
の
名
稽
。
ぬ
ツ

ェ
l
・
シ
ャ
ク
ダ
ル
ス
レ
ン
l
l
モ
ン
ゴ
ル
化
し
た
外
氏
族
に
闘
す
る
舞

え
が
き
。

m
z
フ
・
シ
ネ
フ
l
、
ツ
ェ
l
・
シ
ャ
ル
フ

1
1
1

記
録
簿
に
現
わ
れ
る
若
干
の
名
、
表
現
。
幻
ツ
ェ
l
・
シ
ュ
ゲ

ル
|
|
木
版
本
の
文
字
。

m
ベ
l
・
リ
ン
チ
ェ
ン
|
|
ト
ド
蒙

古
文
字
、
そ
の
文
化
的
意
義
。

お

イ

I
・
ヵ
l
イ
リ
シ
チ
ン

|
|
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
時
代
に
於
け
る
カ
ル
マ
ク
文
語
の
護
展
。

μ
一

ベ
l
・
ソ
ド
ゥ
ノ
ム
|
|
ト
ド
蒙
古
文
字
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
文
筆
作
品
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5 

か
ら
。
お
ア
l
・
ベ
l
・
パ
ド
ヴ
マ
イ
ェ
プ
|
|
カ
ル
マ
ク
民

族
文
化
史
に
於
け
る
ザ
ヤ
・
パ
ン
デ
ィ
ダ
の
役
割
。

以
上
の
目
次
を
通
観
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
『
モ
ン
ゴ
ル
研
究
』
誌

に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
皐
の
い
わ
ば
殆
ど
線
て
の
分
野
|
|
歴
史
、
言
語
文
献
、
民

族
(
俗
)
、
旬
承
停
説
な
ど
の
事
問
分
野
|
|
に
わ
た
っ
て
多
く
の
論
文
が
掲

載
さ
れ
、
各
々
の
論
文
の
質
も
概
し
て
言
え
ば
、
決
し
て
低
い
と
は
言
え
な
い

ハ
尤
も
、
私
は
言
語
閥
係
の
論
文
の
他
は
、
そ
の
質
に
つ
い
て
の
許
債
力
を
も

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
〉
。
例
え
ば
ヨ
・
吋
何
回
白
LHS向
宏
教
授
(
ウ
ラ
l
γ

λ
l
ト
ル
大
皐
、
モ
ン
コ
ル
語
摩
文
皐
科
教
授
〉
の
一
一
連
の
研
究
の
中
で
、
特

に
『
元
朝
秘
史
』
の
言
語
や
内
容
を
取
扱
っ
た
論
文
の
中
に
は
、
種
々
の
黙
で

耐
信
愛
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
多
い
好
論
文
が
多
い
。
W
山
容
の
上
掲
論
文
コ
冗
朝
秘
史

1
1
モ
ン
ゴ
ル
口
頭
文
皐
に
閥
係
あ
る
諸
問
題
」
は
、
中
で
も
「
秘
史
」
研
究

の
従
来
め
研
究
を
一
段
と
進
め
た
も
の
と
し
て
、
高
く
評
領
さ
れ
る
と
思
う
。

叉
、
市
川
容
の
災
阻
害
ν

国
田
氏
の
論
文
も
、
、
ト
ド
文
字
に
於
け
る
長
母
音
の
表

記
の
問
題
に
つ
い
て
優
れ
た
新
設
を
提
出
し
た
好
論
文
で
あ
り
、
更
に
mm
容
の

吋
・
同
白
E
E諸
国
田
氏
の
現
代
モ
ン
ゴ
ル
語
の
名
詞
の
数
に
つ
い
て
の
論
考
も

興
味
ぶ
か
い
。
言
語
に
つ
い
て
の
論
は
こ
の
他
に
も
口
・
切
出
国
両
市
叫
陣
内

2
・
「
-

P
A
E
V
R
E
h
h
H
8
F
h・
.
2
5
ヨ0

3

0
・
災
・
ロ
O
旬
0
0
・
災
・
吋
@
宮

8
5
3
z

な
ど
現
代
モ
ン
ゴ
ル
に
於
け
る
若
手
研
究
家
の
活
闘
を
示
す
幾
つ
か
の
論
考
も

見
ら
れ
る
。

叉
、
長
老
口
-
h
白
星
窪
田
名
〈
ω国
教
授
の
健
筆
に
な
る
三
論
文
を
は
じ
め
、

切
-
-
u
E
S
E
博
士
、
切
-
の
o
h
z
o冨
教
授
の
顔
も
見
え
、

。
長
老
教
授
陣
の
相

愛
ら
ぬ
活
畷
ぶ
り
も
知
ら
れ
る
。

歴
史
関
係
の
論
文
は
鮮
卑
、
旬
奴
な
ど
の
研
究
家
「

-
b〈

Mass-》
氏
の

-115-
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数
論
文
の
他
に
、
日
・
甲
山
由
民
国
寸
h
o
-
v
出
向
教
授
の
，
‘
c
s
g
と

0
2『
三
の
み

で
、
さ
び
し
い
感
じ
で
あ
る
が
、
今
の
モ
ン
ゴ
ル
で
は
言
語
研
究
家
に
比
し

て
、
歴
史
撃
者
の
方
が
少
な
い
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
な
い
だ

ろ
う
か
。
向
紙
数
の
関
係
で
、
論
文
の
内
容
に
簡
翠
に
ふ
れ
る
こ
と
も
出
来
な

い
こ
と
を
お
許
し
願
い
た
い
。

次
に
、
『
歴
史
研
究
(
吋
〈
〈
阿
国
出
国
内
U
Q
H
h
g
)
』
に
移
ろ
う
。
こ
の
機
関
誌

は
、
モ
ン
ゴ
ル
科
謬
ア
カ
デ
ミ
ー
の

J

『
〈
ペ
凶
悪
国
同
〈
3
g
S
(
歴
史
院
〉
の

夜
行
す
る
三
誌
の
中
の
一
つ
で
、
主
と
し
て
歴
史
皐
プ
ロ
パ
l
の
論
説
が
登
表

さ
れ
る
。
序
で
に
書
く
と
、
他
の
二
機
関
誌
は
、
一
は
な

V
J
2
2田宮
ω
〈自由甲山

q
E
S
(
ω
g
L
E
2
E
C
m
吋
右
Y
S
)

〈
民
族
事
研
究
〉
ョ
で
、
他
の
一
は

メ
S
H
g
h
O
吋
墨
田
門
司
h
g
g
(
ω
Z
L
F
同
釦
円
n
Z
D
-
a
E
)
考
古
察
研
究
3

で
あ

っ
て
、
度
義
の
歴
史
皐
閥
係
の
事
術
論
文
は
上
越
の
『
モ
ン
ゴ
ル
研
究
』
と

以
上
の
三
機
関
誌
の
い
ず
れ
か
に
設
表
さ
れ
る
。
歴
史
院
は
、
こ
の
他
に
も

2

日
o
ロ
C
B
g
s
z
a
c
ユ
ロ
国
三
と
し
て
モ
ン
コ
ル
語
の
資
料
そ
の
も
の
の
刊
行

に
も
意
を
は
ら
っ
て
い
る
。

『
歴
史
研
究
』
も
嘗
初
は
小
冊
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
が
多
く
、
私
が
所
有
し
て
い

る
も
の
で
、
数
論
文
を
掲
載
し
た
、
ま
と
ま
っ
た
形
の
本
は
、

、
H
，
〈
〈
同
富
山
富
門
司
h
-
祖
国
包
吋
o
g
g
J
N
同
戸
明
白
白
円
H
I
E
-
削
可
』
同
白
血
出
。
白
白
・
『
曲
目
M
-

H由由也・
叶
〈
〈
同
国
営
由
円
『
h
H
a
E
h
吋
o
g
g
〈
H
H
H
・
司
g
n
z
l
N
品
・
削
『
』
両
国
田
甲
山
q
回曲、司即日
y

同由日可。・

の
二
怖
の
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
燈
裁
の
本
と
し
て
護
刊
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
一
九
六
四
年
の
吋
D
B
g
〈
H
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
ら
し
い
が
現
物
を

ま
だ
見
た
こ
と
は
な
い
。

さ
て
、
『
歴
史
研
究
』
の
内
容
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
上
記
二
慨
に

牧
め
ら
れ
て
い
る
論
文
名
を
以
下
に
掲
げ
る
。

、『
0
5
5
〈
回
目
F
H
り
曲
目
ロ
・
H
l
l
ロ
・

1

エ
ヌ
・
セ
ル
i
オ
ド
ヂ
ャ
7
1
|
|
パ
ヤ
ン
・
オ
ル
ギ
I
・
ア
イ
マ
グ

の
考
古
事
遺
跡
の
研
究
。
2
デ
ィ
l
・
ナ
パ
l
ン
|
l
l
鹿
石
と

そ
の
諸
形
態
。

3

デ
ィ
l
・
ド
ル
ヂ
|
|
岩
石
釜
再
説
。

4

ゲ
l
・
ス
フ
パ
l
タ
ル
|
|
旬
奴
と
鮮
卑
聞
の
人
種
閥
係
に
つ
い

て。

5
ツ
ェ
l
・
ハ
ン
ド
ヮ
ス
レ
ン
l
|
柔
然
、の
生
活
、
文
化
、

習
慣
に
つ
い
て
。

6

ハ
l
・
ベ
ル
レ
l
l
l
三
河
地
帯
モ
ン
ゴ

ル
人
の
口
碑
の
跡
を
追
う
。

7

デ
ィ
l
・
ゴ
ン
ゴ
ル
|
|
オ
ボ

ル
・
ハ
ル
ハ
五
部
の
三
部
は
何
慮
へ
行
っ
た
か
。

8

ツ
ェ
l
・

ソ
ノ
ム
ダ
ク
パ
l
l
ハ
ル
ハ
の
四
ア
イ
マ
グ
の
数
ホ
シ
ョ
ー
に
つ
い
て
。

そ
の
起
源
と
名
稽
の
愛
更
(
一
六
九
一
ー
一
九
二
四
〉
。

9

ツ
ェ

l
・
ナ
サ
ソ
パ
ル
ヂ
ル
|
|
エ
ル
デ
ネ
・
パ
ン
デ
ィ
タ
・
ホ
ト
ク
ト
の
弟

子

達

。

叩

エ

ル

・

ド

ゥ

ゲ

ル

ス

レ

ン

1
1
ハ
タ
ン
バ

I
タ
ル
・

マ
タ
サ
ル
ヂ
ャ
ブ
が
ウ
リ
ヤ
ス
タ
イ
の
街
を
自
衛
軍
か
ら
解
放
し
た
こ

と

。

日

エ

ム

・

ザ

ン

ヂ

ド

ル

ヂ

|

|

代

表

官

吏

。

ロ

エ
ヌ
・
ダ
ン
ガ
l
ス
レ
ン
|
|
草
刈
り
ス
タ
ン
ツ
の
歴
史
に
闘
す
る
若
干

の
研
究
。

H
，
D
B
E
〈
H
H
H
・
町
田
田
口
-
E
l
E
・

ー

シ

ャ

1
・
ナ
ツ
ァ
ク
ド
ル
ヂ
|
|
レ

1
ニ
ン
と
モ
ン
ゴ
ル
史
研
究
。

2
デ
ィ
l
・
ゴ
ン
ゴ
ル
|
|
十
月
革
命
の
影
響
に
よ
っ
て
興
っ
た
民
族

的
自
由
獲
得
運
動
と
革
命
的
秘
密
グ
ル
ー
プ
。

3

エ
ム
・
サ
ン

ヂ
ド
ル
ヂ
|
|
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
園
行
政
組
織
の
嬰
革
と
設
展
。

4

ベ
l
・
ダ
シ
ツ
ェ
ベ
グ

1
1ラ
マ
借
逮
を
駐
曾
的
に
有
盆
な
動
努
に

移

し

た

こ

と

。

デ

1

-
ダ
シ
ヂ
ャ
ム
ツ
|
|
チ
ェ
l
・
デ
ム

-116ー

5 



チ
グ
ド
ル
ヂ
の
作
品
に
お
け
る
若
干
の
進
歩
主
義
に
つ
い
て
。

6

エ
ム
・
サ
ン
ヂ
ド
ル
ヂ
ド
l
l
最
初
の
ネ
グ
デ
ル
の
歴
史
的
道
程
。

7

シ
ャ
l
・
ナ
ッ
プ
ク
ド
ル
ヂ

l
lモ
ン
ゴ
、ル
の
僧
院
に
よ
る
プ
ラ
ッ

ト
搾
取
の
形
と
方
法
(
露
文
)
。

8

シ
ャ

l

・
ピ
ラ
|
|
《
白
い

歴
史
》
の
分
析
と
著
作
年
代
(
露
文
)

0

9

ハ
l
・
ペ
ル
レ

I

l
l
t
《
シ
ャ
ラ
・
ト

l
ヂ

》

の

作

者

に

つ

い

て

。

叩

ツ

ェ

l
・

ナ
サ
ン
パ
ル
ヂ
ル
ー
ー
ー
ヂ
ェ
ブ
ツ
ン
ダ
ン
バ
・
ホ
ト
ク
ト
の
財
産
。

日
-
ア
ィ

l
・
ド
ル
ヂ
、
ァ

I
・ベ

l
ヂ
ェ
レ
ビ

ャ
ン

コ
|
|
東
モ
ン
ゴ

ル
の
新
石
器
時
代
の
新
研
究
(
露
文
〉
。
ロ
デ
ィ

i

・
マ
イ
ダ
ル

|
|
モ
ン
ゴ
ル
の
建
築
袋
飾
に
つ
い
て
。
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以
上
の
内
容
か
ら
『
歴
史
研
究
』
誌
は
、
考
古
撃
を
は
じ
め
、
モ
ン
ゴ
ル
の

古
代
、
中
世
、
近
世
の
歴
史
の
研
究
を
幅
庚
く
含
め
た
機
関
誌
で
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
が
、
特
に
モ
ン
ゴ
ル
の
現
代
史
の
範
鳴
に
入
れ
ら
れ
る
類
の
研
究

が
、
幾
っ
か
見
ら
れ
る
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
個
々
の
論
文
に
つ
い
て
言

及
す
る
徐
裕
は
な
い
が
、
ハ

l
・
ベ
ル
レ

l
氏
の
雄
篇
「
三
河
地
帯
の
モ
ン
ゴ

ル
人
の
口
碑
の
跡
を
追
う
」
の
論
旨
に
つ
い
て
は
、
専
門
の
モ
ン
ゴ
ル
史
家
の

御
意
見
を
お
き
与
し
た
い
も
の
だ
と
思
う
e

そ
の
た
め
に
、
現
在
こ
の
論
文
を

日
本
語
に
翻
謬
中
で
あ
る
こ
と
を
附
記
す
る
。
誠
に
不
十
分
な
紹
介
で
申
し
謬

な
い
が
、
紙
白
の
都
合
で
衣
に
進
ま
せ
て
い
た
だ
く
。

『
言
語
文
皐
研
究
(
阿
富
印

o
g
g
ミ
h
g
g
w
g
E
E
E
p
m
c田
町

巾

門

口

E

R
m
g
E
B〉
』
は
一
九
六

O
年
か
ら
刊
行
さ
れ
、
や
は
り
s

最
初
の
内
は
小
冊
が

多
く
、
現
在
の
よ
う
な
内
容
の
盟
か
な
機
関
誌
に
な
る
ま
で
に
は
数
年
を
要

し
、
一
九
六
四

t
五
年
ご
ろ
か
ら
、
ほ
X
現
在
の
僅
裁
の
も
の
に
定
着
し
始
め

た
と
い
え
る
。
モ
ン
ゴ
ル
語
及
び
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
に
関
す
る
研
究
、
モ
ン
ゴ

ル
文
撃
に
つ
い
て
の
論
考
を
主
な
内
容
と
す
る
。
こ
の
『
言
語
古
豪
研
究
』

は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
率
、
モ
ン
ゴ
ル
文
献
撃
の
研
究
に
従
事
す
る
者
に
と
っ
て

は
、
見
落
す
こ
と
の
出
来
な
い
存
在
で
あ
り
、
現
代
の
モ
ン
ゴ
ル
人
皐
者
の
自

園
語
の
研
究
の
成
果
が
次
々
に
稜
表
さ
れ
、
特
に
、
現
代
モ
ン
ゴ
ル
語
諸
方
言

の
研
究
は
、
今
ま
で
そ
の
種
の
研
究
に
た
ず
さ
わ
り
得
な
か
っ
た
我
々
に
は
、

貴
重
な
資
料
を
ー提
供
し
て
く
れ
る
こ
と
が
少
く
な
い
。
参
考
ま
で
に
、
以
下

に
、
最
も
新
し
い
『
言
語
文
皐
研
究
』
に
見
ら
れ
る
論
文
名
の
い
く
つ
か
を
掲

げ
る
。M

u
h
u
o
H
E
o
h
n旬
、
宮
白

h-
、円
O

B

5

〈
H
H
F

匂
曲
目
ロ
・
同

l
E
W
M『

-E曲
目
向
。
間
同
・

4
陪
勺
w

]

戸
由
吋
。
・

エ
ル
・
ベ
シ
ェ
l
l
l
モ
ン
ゴ
ル
語
の
動
詞
嬰
化
の
歴
史
に
つ
い
て
の
若
干

の
注
記
。
ベ
l
・
ビ
ャ
ム
バ
サ
ン
|
|
現
代
モ
ン
ゴ
ル
語
の
動
詞
の

態
と
相
。
ベ
l
・
り
ン
チ
ェ
ン
|
|
モ
ン
ゴ
ル
の
詩
に
つ
い
て
。

エ
l
・
オ
ヨ
ン

1

1
問
答
歌
の
若
干
の
問
題
。
ヂ
ェ
l
・
ト
モ
ル

ツ
ェ
レ
ン

l
lモ
ン
ゴ
ル
語
の
音
節
牧
締
法
則
。
デ
l
・
ト
モ
ル

ト
ゴ

1
1
1
モ
ン
ゴ
ル
語
研
究
に
於
け
る
名
詞
曲
用
の
分
類
。

デ
l

・
ツ
ェ
レ
ン
ソ
ド
ノ
ム
|
|
モ
ン
ゴ
ル
語
ダ
ン
ヂ
ュ

l
ル
の
最
後

の

詩

。

ツ

ェ

l

・
シ
ャ
ク
ダ
ル
ス
レ
ン
|
|
『
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
』

の
J
『

O
E
O
『
と
い
う
語
に
つ
い
て
。
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以
上
の
論
文
名
か
ら
、
こ
の
機
関
誌
の
性
格
を
知
っ
て
い
た
い
ム
け
る
も
の
と

考
え
る
。

最
後
に
『
口
頭
文
筆
研
究
』
を
筒
軍
に
紹
介
し
て
拙
文
を
結
び
た
い
。

@

モ
ン
ゴ
ル
科
事
ア
カ
デ
ミ
ー
の
歴
史
院
(
づ
く
〈
凶
出
国
国
同
〈
℃

8
8国
)
が
上

述
の
『
歴
史
研
究
』
、
『
民
族
皐
研
究
』
、
『
考
古
翠
研
究
』
の
三
誌
を
主
宰
し
て
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い
る
よ
う
に
、
言
語
文
豪
院

(
M
u
h
g岡田
0

・E
Z
H〈
3
世
話
回
〉
の
編
纂
の
下

に
『
モ

ン
コ
ル
研
究
』
、
『
言
語
文
拳
研
究
』
、
そ
れ
に
こ
の

『
口
頭
文
察
研
究

〉
喜
四
国

8
岡田
o
h
E
出
a
h
h
曲
旬
』
の
一
一
一
誌
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
c

そ
し
て
、
ま

と
ま
っ
た
一
つ
の
機
関
と
し
て
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
紀
要
は
、
別
に
切
Z
P
A
〉
匂

口
同
国
国
国
内
包
同
ヨ
曲
曲
目
巴
曲
目
白
』
泥
沼
盟
酔

Z
5
M
g
《
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
園
科

皐
ア
カ
デ
ミ
ー
紀
要
》
と
い
う
の
が
あ
り
、
一
九
六
一
年
以
来
今
年
ま
で
季
刊

と
し
て
年
四
回
夜
行
さ
れ
、
す
で
に
四
十
数
冊
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
な
お
、
六

一
年
よ
り
七
一
年
ま
で
の
紀
要
は
全
容
筆
者
の
下
に
揃
っ
て
い
る
。

さ
て
、

『
口
頭
文
皐
研
究
』
は
、
一
九
五
九
年
か
ら
刊
行
さ
れ
、
一
九
六
六

年
頃
ま
で
は
、
専
ら
そ
ノ
グ
ラ
フ
で
、
現
在
の
よ
う
な
論
文
集
の
形
を
も
っ
た

も
の
は
、
一
九
六
八
年
の
メ
〉
冨
曲
目
印
。
起
き
』
呂
田
門
司
ih

笥
宮
・
、
H

，o
g
g
〈
戸

句

gnaH11H品
=
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
の
機
関
誌
に
は
モ
ン
ゴ
ル
文
撃
の
中
で

一
つ
の
大
き
な
領
域
を
占
め
る
〉
冨
白
出
ω
O
H
垣内
v
h

《
口
頭
文
皐
作
品
》
に
は
、

・「ベ

!
・
ホ
ル

F
I
-
-
モ
ン
ゴ
ル
口
碑
的
叙
事
詩
の
若
干
の
問
題
」
、
「
ベ

l
・
ホ
ル
ロ

l
|
|
モ
ン
ゴ
ル
の
認
刺
文
皐
の
特
長
L

、
そ
の
他
い
く
つ
か
の

論
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

叉
、
昨
年
一
九
七
二
年
に
も
)
〉
冨
白
出

ω
O
H
E
O包

門司、宮曲旬
・
、H
，O
B
E
〈
戸
日
り

g
n・
5
=
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
モ
ン
コ
ル
科
皐
ア
カ
デ
ミ
ー
の
刊
行
に
な
る
出
版
物
の
中
、
特
に
本

誌
「
東
洋
史
研
究
」
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
え
る
若
干
の
機
関
誌
の
紹
介
を
行
な

っ
た
が
、
何
分
に
も
忽
忽
の
中
に
筆
を
と
っ
た
の
と
調
査
準
備
の
不
十
分
の
た

め
、
内
容
の
'と
，
ほ
し
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
を
お
詑
び
申
し
上
げ
ね

ば
な
ら
な
い
。
た
工
、
現
代
の
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
園
に
於
け
る
事
問
水
準
の

一
端
を
こ
の
拙
文
で
窺
っ
て
い
た
X
け
た
と
す
れ
ば
、
私
と
し
て
は
大
き
な
喜

び

で

あ

る

。

(

小

津

重

男

〉
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